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ヒヤリハットからなくしましょう

ヒヤリハット知ってますか？
ヒヤッとしたこと、ハッとしたこと、 危ないと感じたことがあると思います。
ヒヤリハットとは「危ないことが起こったが幸い災害には至らなかった事象」のことです。

転倒しそうになった！
この程度ですんでいれば、まだヒヤリハットです。

災害防止は、この時点で行いましょう。

転倒して腰を打った！
これはもうヒヤリハットではなく、災害です。

災害が発生してから
はじめて危険性に気が付くようでは対策が遅いのです。

参考： 激突され の事例

飛んできたハンマーを
うまく避けた！
⇒まだヒヤリハットです。

飛んできたハンマーが
ヘルメットに当たった！
⇒すでに災害です。

このときの
「危険」と感じる
感受性が重要です
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動作の反動、無理な動作
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被災者数 2,574 人

10歳代, 7, 1%

20歳代, 49, 7%

30歳代, 53, 7%

40歳代, 100, 14%

50歳代, 228, 31%

60歳代, 173, 24%

70歳代, 109, 15%

80歳代, 8, 1%

転倒のみ
被災者数 727 人

新型コロナウイルスによる被災者は除いています。

令和6年 5月末現在
労働災害発生状況

（転倒災害のみ、年齢別）

令和6年 5月末現在 労働災害発生状況
（全業種、事故の型別）

今年は
降雪、積雪による被災者が少ないのですが、
それでも転倒災害は上位の災害です。

年齢,人数,割合を示します。
割合は合計100％にならないことがあります。

事故の型, 割合を示します。
割合は合計100％にならないことがあります。


